
 

２ 三重県の外国人登録者数の状況（2010 年（平成 22年）12月 31 日現在） 

 

県内の外国人登録者数４６，８１７人に減少 

 

 

三重県では、法務省の「在留外国人統計」調査に合わせて、年一回、市町の協力を得て外国人登

録者数の調査を実施しています。調査結果の概要は以下のとおりです。詳細は別添資料をご参照く

ださい。 

 

１． 調査結果概要 

 

・ 2010年（平成22年）末現在の三重県内の外国人登録者数は、46,817人（前年比△2,259人、4.6％

減）で、前年に引き続き減少しました。 

 

・ 外国人登録者数の推移は、10年前の1.44倍、1989年（平成元年）の4.48倍となっています。 

 

・ 県内総人口に占める外国人の比率も前年に引き続き低くなり、2.47％となりました。 

（＜参考データ＞2009年（平成21年）末現在2.62％：全国第３位「法務省 在留外国人統計」） 

 

・ 国籍別の登録者数では、最も多いのがブラジル（16,651人、対前年比9.8％減少）で、次いで

中国（9,588人、対前年比1.5％減少）でした。全体としては、上位5ｶ国で登録者数の87.4％

を占めています。上位10カ国のうちフィリピンを除く9カ国が、前年に比べ減少しました。ま

た、登録者の出身国籍の数は99カ国（前年と同じ）でした。 

 

・ 市町別に見ると、外国人登録者数が最も多いのは四日市市（8,551人、人口比2.72％）で、次

いで鈴鹿市（8,454人、人口比4.16％）、津市（8,281人、同2.86％）でした。外国人比率は、

亀山市（5.01％）が最も高く、次いで、伊賀市（4.76％）、木曽岬町（4.33％）でした。 

 



資料編：三重県内の外国人の状況について 
 

 2010 年（平成 22 年）12 月末現在の三重県の外国人登録者数は、46,817 人（前年比 4.6％減）で、

前年に引き続き減少しました。2008年（平成 20年）まで外国人登録者数は毎年過去最高を更新し続け

ていましたが、経済状況が悪化した 2008 年（平成 20 年）の増加率は、前年比 2.8%増と 1989 年（平

成元年）以降、最も低い増加率になり、2009 年（平成 21 年）には初めて減少に転じました。（参考：

2010年（平成 22年）･･･前年比 4.6％減、2009年（平成 21年）…前年比 7.5％減、2008年（平成 20

年）…前年比 2.8％増、2007年（平成 19年）･･･前年比 4.7％増、2006年（平成 18年）･･･同 3.7％増、

2005年(平成 17年)･･･同 9.0％増） 

外国人登録者数の推移は、10年前（2000年（平成 12年）：32,457人）の 1.44倍、出入国管理及び

難民認定法（以下「入管法」という。）が改正される前の 21年前（1989年（平成元年）：10,441人）の

4.48倍となっています。 

また、県内総人口に占める外国人の比率も昨年に続き減少し、2.47％になりました（前年 2.62％：全

国第３位）。 

  

１．国籍別内訳 

   本県の外国人登録者数を国籍別にみると、ブラジルが 16,651人で全体の 35.6%を占め、以下中

国、韓国又は朝鮮、フィリピン、ペルーと続いており、上位 5カ国で 87.4％を占めます。また、登

録者の国籍の数は、前年と変わらず 99 ｶ国でした。 

   国籍別の上位 10カ国のうち、フィリピンを除く 9カ国が前年に比べ減少しました。また、上位

10カ国の順位に変化はありませんでした。 

   ブラジルは、1990年(平成 2年)の入管法の改正以来 2008年（平成 20年）末まで毎年増加を続

けていましたが、2009年（平成 21年）末に減少に転じ、2010年（平成 22年）末も対前年比 9.8％

減で、16,651人となりました。 

   中国は、1990年(平成 2年)から増え続け 2005年(平成 17年)末には韓国又は朝鮮を抜いて第 2位

になりました。しかし、2010年（平成 22年）末には前年比 1.5%減の 9,588人となりました。 

韓国又は朝鮮は、1990年（平成 2年）の 8,332人を境に減少を続け、2010年（平成 22年）末に

は前年比 3.2％減の 5,789人となりました。 

   フィリピンは、1996年（平成 8年）以降増加を続け、2009年（平成 21年）末に前年比 0.1%減

少しましたが、2010年（平成 22年）末は前年比 6.9％の増で 5,443人となり、上位 10カ国では唯

一の増加となりました。 

   
順 位 国 籍 登録者数 構成比 増減数 増減率 
１ ブラジル 16,651人 35.6% -1,810人 -9.8% 
２ 中国 9,588人 20.5% -145人 -1.5% 
３ 韓国又は朝鮮 5,789人 12.4% -192人 -3.2% 
４ フィリピン 5,443人 11.6% 352人 6.9% 
５ ペルー 3,467人 7.4% -168人 -4.6% 
６ ボリビア 1,015人 2.2% -125人 -11.0% 
７ タイ    920 人 2.0% -43 人 -4.5% 
８ ベトナム 914 人 1.9% -34 人 -3.6% 
９ インドネシア 759 人 1.6% -67 人 -8.1% 
10 米国 303 人 0.6% -25 人 -7.6% 
その他 1,968 人 4.2% -2 人 -0.1% 
三重県計 46,817 人 100.0% -2,259 人 -4.6% 

朝鮮とは、朝鮮半島出身者をいう。中国には、台湾出身者を含む。 



 

国籍別登録者数上位 5 ｶ国の登録者数が多い市町は次のとおりです。（ ）内の数値は、三重県 

  内の同国籍の登録者数全体に占める割合です。 

 
  国  籍 第１位 第２位 第３位 
ブラジル 
１６，６５１人 

鈴鹿市  3,752 人 
(22.5%) 

津市    3,044 人 
(18.3%) 

四日市市   3,010 人 
(18.1%) 

中国  
 ９，５８８人 

津市    2,138 人 
(22.3%) 

四日市市   1,545 人 
(16.1%) 

鈴鹿市    1,041 人 
(10.9%) 

韓国又は朝鮮 
５，７８９人 

四日市市 2,010 人 
(34.7%) 

桑名市   860 人 
(14.9%) 

鈴鹿市      691 人 
(11.9%) 

フィリピン 
５，４４３人 

松阪市    1,929 人 
(35.4%) 

津市    902 人 
(16.6%) 

四日市市    651 人 
(12.0%) 

ペルー 
３，４６７人 

鈴鹿市   1,468 人 
(42.3%) 

伊賀市   482 人 
(13.9%) 

四日市市    463 人 
(13.3%) 

 

２．市町別内訳 

   市町別登録者数の上位 10市町は以下のとおりです。上位 7市町で登録者全体の 86.5%を占めて

います。順位は前年 2位の四日市市が 1位となりました。また上位 10市町の中で唯一、松阪市が

増加しました。 

 
順位 市町村名 登録者数 構成比 増減数 増減率 
１ 四日市市 8,551 人 18.3% －529 人 －5.8% 
２ 鈴鹿市 8,454 人 18.1% －951 人 －10.1% 
３ 津市 8,281 人 17.7% －259 人 －3.0% 
４ 伊賀市 4,767 人 10.2% －62 人 －1.3% 
５ 松阪市 3,725 人 8.0% 198 人 5.6% 
６ 桑名市 3,324 人 7.1% －71 人 －2.1% 
７ 亀山市 2,524 人 5.4% -150 人 －5.6% 
８ いなべ市 1,327 人 2.8% －33 人 －2.4% 
９ 伊勢市 1,100 人 2.3% －53 人 －4.6% 
10 菰野町 806 人 1.7% －21 人 －2.5% 

 

   登録者数上位 5市町における登録者数の多い国籍は、次のとおりです。（ ）内の数値は、同市

町内登録者数全体に占める割合です。 

 市町村名   第１位   第２位   第３位 
四日市市 
8,551 人 

ブラジル    3,010 人 
(35.2%) 

韓国又は朝鮮 2,010 人 
(23.5%) 

中国    1,545 人 
(18.1%) 

鈴鹿市 
8,454 人 

ブラジル    3,752 人 
(44.4%) 

ペルー     1,468 人 
(17.4%) 

中国        1,041 人 
(12.3%) 

津市 
8,281 人 

ブラジル    3,044 人 
(36.8%) 

中国          2,138 人 
(25.8%) 

フィリピン   902 人 
(10.9%) 

伊賀市 
4,767 人 

ブラジル    2,573 人 
(54.0%) 

中国        908 人 
(19.0%) 

ペルー    482 人 
(10.1%) 

松阪市 
3,725 人 

フィリピン  1,929人 
(51.8%) 

中国       713 人 
(19.1%) 

ブラジル     440 人 
(11.8%) 

 



３．市町別外国人登録者数の割合 

   総人口に占める外国人登録者数の割合が多い上位 10市町は、次のとおりです。上位 3市は、亀

山市（前年 1位：5.30％）、伊賀市（前年 2位：4.79％）、木曽岬町（前年 4位：4.47％）になりま

した。また、前年１１位の松阪市（前年 2.06％）が 10位になりました。 
 順位   市町 外国人の割合 外国人登録者数 日本人の人口 
１ 亀山市 5.01% 2,524 人 47,843 人 
２ 伊賀市 4.76% 4,767 人 95,357 人 
３ 木曽岬町 4.33% 298 人 6,586 人 
４ 鈴鹿市 4.16% 8,454 人 194,527 人 
５ 津市 2.86% 8,281 人 281,563 人 
６ いなべ市 2.85% 1,327 人 45,278 人 
７ 四日市市 2.72% 8,551 人 305,974 人 
８ 川越町 2.71% 382 人 13,725 人 
９ 桑名市 2.34% 3,324 人 138,877 人 
１０ 松阪市 2.18% 3,725 人 167,019 人 
   三 重 県 計 2.47% 46,817 人 1,848,037 人 

   日本人の人口については、2010年（平成 22年）12月 31日現在の住民基本台帳の人口です。 

 

４．外国人登録者数の推移 

   過去の外国人登録者数の推移は次のとおりです。指数は入管法の改正以前の 1989年（平成元年）

を 100として計算しています。国籍別の構成を 1989年（平成元年）との比較で見ると、1990年(平

成 2年)の入管法の改正（※）後、大きな変化が起こっているのがよく分かります。 

（※）【参考】入管法の改正 

  1989年（平成元年）に成立、翌 1990年(平成 2年)に施行された「出入国管理及び難民認定法」の

改正で、日系 3世までの外国人について活動に制限を設けない「定住者」という在留資格を新設する

など従来の在留資格を大幅に拡充する等の改正が行われた。 

年 外国人登録者総数（人） 対前年増減率（％） 指数 
1989年 10,441 人 － 100 
1990年 11,988 人 14.8% 115 
1991年 15,617 人 30.3% 150 
1992年 17,988 人 15.2% 172 
1993年 18,688 人 3.9% 179 

1994年 19,313 人 3.3% 185 
1995年 20,566 人 6.5% 197 
1996年 23,926 人 16.3% 229 
1997年 26,856 人 12.2% 257 

1998年 28,203 人 5.0% 270 

1999年 29,199 人 3.5% 280 
2000年 32,457 人 11.2% 311 
2001年 35,524 人 9.4% 340 
2002年 36,988 人 4.1% 354 

2003年 39,838 人 7.7% 382 

2004年 43,621 人 9.5% 418 

2005年 47,551 人 9.0% 455 
2006年 49,304 人 3.7% 472 

2007年 51,638 人 4.7% 495 

2008年 53,082 人 2.8% 508 

2009年 49,076 人 －7.5% 470 
2010年 46,817 人 -4.6% 448 

 




